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英語Rの発音と発音記号

小林泰秀

1 .はじめに一/r/の素性

英語の/r/ほどその発音が数多くあり，前の母音に影響を与える音素

はないであろう。英語の/r/はIPA(国際音声字母 1996)では，接近音

として [JJと Luに表記されている。
Roca and Johnson (1999)は，この二つの /r/の舌端について次のよ

うに述べている。

(l)τbere are two ways in which the blade of the tongue may be 

positioned for [1). 

a.τbe chances are that speakers from Britain will keep the blade flat， 

leaving a channel open at the front for the air to escape: Plain[l). 

b. American speakers， on the other hand， are more likely to curl back 

the blade towards the roof of the mouth (without of course touching 

it or drawing the tongue too c10se to it): Retroflex [-!.l. 

(Roca and Johnson 1999: 75) 

Roca and Johnsonが(l)で述べていることは，英語の/r/には [lJとLu
があり，英音は舌端が平唇の常音調性 (plain)の [JJであり，米音は舌

端を後ろにヲ|いて舌尖を口蓋に持ち上げる反り舌音 (retroflex)の[.u

であるということである。英語の/r/は舌端が口蓋に触れることのない

接近音である。
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IPAによると， [1]の調音点は歯音から歯茎音，後部歯茎音

(posta1veolar) -へとわたっているが， RocaandJohnson (1999: 81) は

標準英語では後部歯茎音であるとし，竹林(1996:46) も「最も普通な

ものは英語の redなどの舌尖後部歯茎接近音 (apico・posta1veolar

approximant)の [1]であるjと述べている。更に， Chomsky and Halle 

(1968: 177) も/r/を[-anterior，十corona1]とし，歯茎の後ろの音

とみなしている。英語の/r/は音声学の研究書では歯茎音とみなすもの

もあるが，どちらかというと歯茎部より後方の音と分類する方が多いよ

うである。これは舌端を少し後にヲ|いて発音されるからである。

音声学の研究書では，歯茎音の後ろの [1]の調音位置を硬口蓋歯茎音

(palatかalveolar)とするものが多い。 IPAも以前には[J]， [3]を硬口蓋

歯茎音と位置付けていたが 1993年の改訂後はその用語を使わずに後部歯

茎音としている。 IPAは従来用いてきた硬口蓋歯茎音と歯茎硬口蓋音

( alveopa1ata1)の用語をやめて，後部歯茎音に統一している O ところが，

1993年の改訂版にも硬口蓋歯茎音(非肺気流吸着音[宇])と歯茎硬口蓋

音(摩擦音 [c]，[手])の用語が依然として使われている。そうなると，

歯茎音と硬口蓋音の間にいくつの調音位置があるのか，そして [1]の位

置の表記は後部歯茎で充分なのかを明らかにする必要がでてくる。

調音の面では，摩擦音には歯茎音と硬口蓋音の間に二つの調音位置が

ある。

(2) 摩擦音の調音位置

a. [s]:歯茎音

b. [J]:後部歯茎音

c. [c]:歯茎硬口蓋音

d. [写]:硬口蓋音

[si:J‘see' 

[fi:tJ祉leet'

[ciJ r詩」
[写iJr火」

我々は[J]と [cJは調音位置が近いので同一音とみなし，英語の
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[JJ を日本語の[c.;Jに発音してしまう。[J]と[c.;Jの違いは調音の位

置以外に， [c.;Jは平唇であるが， [JJには円唇d性が伴っていることであ

る。[c.;Jは舌端が硬口蓋に向かつて持ち上げられるが，[J]は舌尖また

は舌端が歯茎の後ろに接近する。日本語の「シャj，rシュj，rショ」の
子音も， rシ」の調音と同様に舌端が硬口蓋に向かつて盛り上がるので歯
茎硬口蓋音の[c.;Jである。

[.IJの調音位置について，竹林(1996)はIPAと同じく後部歯茎音と

位置付けていることは前に触れたが，破裂音の次で摩擦音化する [lJの

位置についても，次のように後部歯茎音としている。 (3b)の [tJと [q.J

は反り舌音である。/t/と /d/が [lJの影響を受け，反り舌音化してい

る。

(3) 破擦音の調音位置(竹林1996:50)

a. [tsJ， [dzJ :歯茎音 [tsutsuJ r筒j，[dzadzenJ r座禅」
b. [t1]， [中J:後部歯茎音 [tJaI]‘廿y'，[q1aI] 'dry' 

c. [tJJ， [d3J :硬口蓋歯茎音 [tJansJ‘chance'， [d3Ad3J‘'judge' 

d. [tc.;J， [d平J:歯茎硬口蓋音 [matc.;iJ r町j，[kad~iJ r火事J

竹林の (3)の分類が正しいとすると， /.1/は後部歯茎音であり，更に，硬

口蓋の前に硬口蓋歯茎と歯茎硬口蓋の二つの調音位置があることになる。

(3)のように歯茎音と硬口蓋音の聞に三つも調音位置を設定すること

になると， IPAの改訂版が後部歯茎を設定することで，歯茎と硬口蓋の聞

の調音位置を後部歯茎一つで表記しようとする意向に反することになる。

現に，音声学の研究書では硬口蓋歯茎という用語が依然として用いられ

ており，後部歯茎音との違いについて言及しているものは少ない1])。

IPAの意向に沿った筆者の考えについて述べよう oIPAの調音位置設定

は，人聞が音を認知できる範囲のものである。 [lJが歯茎音でもあり硬

口蓋歯茎音でもあるというのは，調音上ははっきりと区別されるのであ
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るが，知覚上は同一音とみなされる O 英語の[J]と日本語の [c]は実

際は別の音であるのだが，我々の耳には同じ音として聞こえる。 IPAの

用いる後部歯茎部は，知覚上のものであり，その中には調音上異なる硬

口蓋歯茎音と歯茎硬口蓋音が含まれている。 IPAの考え方によると，仮に

硬口蓋歯茎音と歯茎硬口蓋音の二つの音声がある言語においても，その

音素，つまり入力となる音は一つであり，後部歯茎音ということになる。

英語の /r/の素性は次のように定義できょう。

(4) /r/の素性

a. [J] :舌尖が歯茎の方へ持ち上げられる歯茎音，あるいは舌尖もし

くは舌端が硬口蓋の方に向けられる硬口蓋歯茎音である。舌尖が

口蓋に近づく接近音であり 次の母音の位置へ移動するわたり音

でもある O 接近音は母音にもなりやすく，破裂音の次では摩擦音

にもなりやすい。

b. [.U :舌尖が反転する反り舌接近音である。

2. 強音 bJ と弱音 [~J

英語の母音を議論する際には，中英語 (MiddleEnglish， 1150頃~

1500年頃)の緩り字と発音を調べ，現在の発音への歴史的変化を知る必

要がある。中英語の長母音は後期中英語(LateMiddle English， 1350年

頃 ~1500年頃)から初期近代英語 (EarlyModern English， 1500年頃~

1700年頃)にかけて起った大母音推移 (GreatVowel Shift)により， (6) 

のように変化した。

(5)大母音推移

中英語 大母音推移 近代英語

[ti:d] [i:] > [aI] /taId/ ‘tide' 
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[Iu:d] [u:] > [au] /laud/ ‘loud' 

[ge:s] [e:] > [i:] /gi:s/ ‘geese' 

[sd [e:] > [i:] /si:/ ‘sea' 

[go:s] [0:] > [u:] /gu:s/ ‘goose' 

[brコ:k;m] [コ:]> [0:] /brouk:m/ ‘broken' 
[na:m，;J] [a:] > [e:] /nelm/ ‘name' 

(O'Grady and Dobrovolsky 1996: 288 参照)

中英語の長母音は，現在では長母音と二重母音に分けられ，非低母音

は緊張母音である。一方，中英語の短母音には母音の変移は起こってい

ない。[i]> [d， [u] > [u]， [ε] > [eJ， [0] > [コ]， [a] > [a]と弛

緩母音に変化しただけである。

Kurathは/3/(非円唇中舌中母音mid-centralunrounded voweI)の出

現について次のように述べている。

(6) a.百le丘町 vowel/3/ is derived from the early MnE (Modern 

English) sequences /ir， ur， er / had been merged， as in宣r，fur， 

fern. (Kurath 1964: 27) 

b. BE (British English) has / A/ before intersyllabic /r/， as in hurry， 

worry， furrow， where AE (American English) usually has /3/. 

(Kurath 1964: 95)12) 

(6a)のfreevowelというのは，語末にも子音の前にも生じる母音のこと

である。語末に生じる母音は，ほとんどの場合緊張母音か二重母音であ

るので， /3:/を (5)に挙げた大母音推移後の長母音あるいは緊張母音と

同様にみなすことができる。それを裏付ける例として，百lomas0958: 

95，197)は，ニューヨーク市と南部では [b3Id]‘bird'，[W3Ik]‘work'， 

[m3Im]‘murmur'と二重母音 bdに発音されると述べている o (6b) 
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のintersyllabic(音節問の)/r/というのは母音問ということであって，

cU1jain， wol!l1Yのような子音連続音には適用されない。

/3/は中舌中母音が通説であるが， Pullum and Ladusaw (1986: 52)に

よると，中舌面がと寺の程度口蓋に向かつて盛り上がっているかについて，

研究者の聞でh/より高いか，低いかで、意見が分かれている。 Gimson

(1962: 116)は， RP話者のある者は基本母音 (CardinalVoweI)の 2，

つまり /e/の位置よりも高いところで発音し，ある者は基本母音の3，つ

まり/e/の位置より低いところで発音していると述べている。

本稿は/r/を含む音節の発音について述べるものであるが，その発音記

号は主にLongmanPronunciation Dictionary (Wells 2000，以下LPD)を

参考にする。 LPDには英音 (BritishEnglish)と米音(AmericanEnglish) 

が記載されているが， [lJとLTJの音声記号は用いていなしミ。本稿も特に

言及する必要がある場合以外は，一般的な /r/の記号で表わすことにする。

Kurathが (6)に挙げている語の発音をLPDで見てみよう。なお，米

音の[3'-Jは/r/の音色を母音に含んでいる R音性母音 (rhotacized

voweI)であり，右フック (righthook)が付いている。 LPDでは[3'-J 

は英音の bJより少し高く，やや高め中舌中母音 (highermid-central 

voweI)であるとしている。

(7) a. 英音 b:J 米音[手:J

五r [f3:J [h:] 

f也に :first， girl， shirt 

fur [f3:J [h:J 

他に nurse，purse，turn 

fern [f3:nJ [h:nJ 

他に dert，perm， serve 

b. 英音 [ArJ 米音[3'-:J

hurry [hAriJ [h3'-:i] 
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worry [ WAri] [W3C:i] 

furrow [fAr;;lU] [h:ou] 

他に borough，courage， current， turret， worrisome 

(7b)の英音が[3:]とならないのは， /r/が次の母音の頭子音だからで

ある。 Kurathに従って歴史的に説明すると，次のようになる。[.]は音

節境界を表わす。

(8) a.釦r/fur/→/fAr/→[f3:] (英音)， [h:] (米音)

b. hurry /huri/→ /hAri/→ /hA丘/→ [hAri] (英音)

¥/hAr.i/→ [h3C:i] (米音)

次のく〉の記号は撮り字を表わす文字素あるいは書記素 (grapheme)

である。く〉の使用は綴り字と音素とを区別するためである。 (9b)の

[t]は歯茎単顛動音 (alveolarぬp)，つまり舌先を歯茎にたたく音で， IPA

の Lr]である。 LPDの ['r]は弱母音h/が共鳴音の前ではより一層弱

く発音されることを示めしている。

(9) a.くir> 英音 米音

irksome [3:ks;;lm] [3C:ks;;lm] 

Kirkland [k3:kl;;lnd] [k3C:kl;;lndT31 

b. <er> 英音 米音

fer・tilizer [f3:t;;llaIZ;;l ] [h:t'laIz'r] 

sherbet [j3:b;;lt] [t:b;;lt] 

certョin [s3:t'n] [s3C:t"n] 

C. <ur> 英音 米音

burglar [b3:g1;;l] [b3C:gl'r] 

curtain [k3:t"n] [k3C:t"n] 
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:furnish [f3:mJ] [f:手:mjJ

turnip [t3:mpJ [t手:mpJ

d. <WOf> 英音 米音

wordless [w3:dl;:>sJ [W3':dl;:>sJ 

worldly [ w3:1d1iJ [ w3':ld1iJ 

wormy [w3:mi] [W3':miJ 

worship [W3:jIPJ [ W3':jIPJ 

e. <Vr> + suf白E フせすt三日ヱ 米音

ernng [3:.fIIJJ， [C.fIIJJ [e.fIIJJ [3':IIJJ 

:furring [f3:.fIIJJ [b:IIJJ 

:furry [f3:.riJ， [fA.riJ [b:i] 

(9)の語は英音，米音共/Ar/が音節脚韻 (rhyme)になっていなければ

ならない。 (9d)の例は， Kurathが (6b)にworryを挙げているので，

<WOf>の発音として記載した。<WOf>はある時期に/WAr/に発音されたと

思われる。 (ge)は母音で始まる接尾辞の付加した語である。 /r/が母音

間にあると英音は b:rVJであり，米音は bも:VJである。英音では [rJ

が頭子音であるが，米音では[手:Jが尾子音と頭子音を兼ねている。 (ge)

の語は，語幹と接尾辞の聞に音節境界があれば [3:Jと[3':Jに発音さ

れ，母音と /r/の聞に音節境界があれば母音は[eJゃい]に発音され

て/r/の影響を受けない発音になっている。英音では音節末の/r/は発音

されないが， [hI;:>r;:>ndc;:>J守lereand there'と母音の前では発音されるこ

とから， /r/も母音の接尾辞-ingやヴが付加することによって，頭子音の

役割も同時になしている。 (ge)の英音の b:fIIJ]， [f3:fIIJ]， [f3:ri]を

Kahn (1976)の提案する両音節性 (ambisyllabicity)を用いて説明する

と， /r/が二つの音節にまたがっていることになる。 [SJは音節を表わ

す。
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川→ er.n1J→[3:.n1JJ

川
→ fur.ri →[f3:丘]

米音の [h:i]‘furry'の[3<-:Jも発音上は両音節にまたがっているので，音

節の連続を表わす uの記号を用いると， [h:)Jとなる。
(ge)のように接尾辞の付加した語では，ハTrV/連続音の音節区分に

よって [3:J，[釘]とハTr/の二通りの発音があるが，次の語には[3:J，

[3<-:Jの発音はない。

(ll) 英音 米音

furor [:fjU;:).f;JJ [恥.r"rJ

Jerry [d3e.ri] [d3e.riJ 

merry [me.riJ [me.riJ 

mirror [mI.r;JJ [mI.r"rJ 

(ll)の語は一つの形態素であり，接尾辞が付加していないので両音節化

はなされていない。これらの語は， /r/が後ろの母音と結合し，その頭

子音になっている。これは Kahn(1976: 41)や Selkirk(1982: 359)が

述べている最大頭子音の原則 (MaximalOnset Principle) ，つまり，母音

間の子音は頭子音となり得る限りにおいて後ろの母音と結合する，という

原則に従ったものである。母音聞の/r/の発音については，後で詳しく述

べることにする。
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英音と米音に(7b)のような違いがあるのは，英音の [ArJだけでは

ない。

(12) 英音

du巾 g [dju;)rI1JJ 

squirrel [skwmI] 

syrup [SIr;)pJ 

米音

[h:I1JJ， [durI1JJ 

[sh，:_;)I] 

[S3-:;)pJ， [SIr;)pJ 

米音の音節末[3-:Jは，実際の発音では切れ目なく次の母音と結合して発

音されるので，LPDはsquirrelの米音にuの記号を用いている。これ
は前に述べた両音節性を意味するものであり， [sk3-.3-;)I]と書きかえら

れる。 LPDが[sk3-.r;)I]と表記しないのは， [手]の舌の高さが [rJの

位置と同じぐらいと見ているのであろう。 LPD(p.759)はsyrゅについ

て，1993年度の調査では，米音の50%が [S3-:;)pJで，残りの50%が

[SIr;)pJであると述べている o 英語は，母音聞の/r/がどちらの母音と

音節を形成するのか揺れているのである。

<ir:>， <ur:>， <er:>， <wor:>以外に b:J と[手:Jに発音される競り字を見

てみよう。(l4c)の ['Jは次の音節に第 l強勢が付与され，[，]は第2

強勢が付与されることを表わす。

(13) a. <ear:> 英音 之ノ払l、3国生二

earth b:6J [3-:6J 

earnest b:mstJ [3-:mstJ 

learn [l3:nJ [h:nJ 

pearl [p3:I] [P3-:I] 

search [S3:tJ] [S3-:t]J 

b. <our:> 英音 米音

adjourn [;)d33:nJ [;)d33-:nJ 
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bourbon [b3:b;)nJ [b3'-:b;)nJ 

courtesy [k3:t;)siJ [k3'-:t;)siJ 

journal [d33:n'1] [d33'-:nol] 

scourge [sk3:d3J [sk3'-:3J 

c. <eur> 英音 米音

chauffeur Cf;)uf;)J， [J;)U'f3:J [Jou'b:J 

liqueur [h'kju;)J， [h'kj3:J [h'k3'-:J， [h'kjur J 

repporteur [， rap:x' t3: J [，rapコ:'13'-:J

saboteur [，sab;)'t3:J [，sabU3'-:J 

voyeur [vwm'3:J [ vwa:'j3'-:J 

(13)の母音はその綴り字から中英語では長母音に発音されていたと考え

られる o <ea>は [hi:tJ‘heat'， [mi:nJ‘mean'の発音から大母音推移前は

/e:/であり， <ou>は [plauJ‘plough'，[mausJ‘mouse'の発音から /u:/で

あったと推測できる。しかし， <eur>については，近代になってからフ

ランス語から借用されたものであり，その基底形を設定するのは容易で

はない。フランス語でvoyeurは [vwaj町]と発音される。 [αJ (前舌低

め中円唇母音lower-midfront rounded vowel)は英語にはないので，英語

話者はその綴り字から [am;)tfurJ‘amateur'(米音)， [h'kju;)J‘liqueur' 

(英音)と [uJに発音している。このことからくeur>の基底形は /ur/と

考えられるが，二重母音の綴り字であることから統一的に /u:r/とする。

(13) の語の音変化は次のようになる。

(14) a. <ear>→ /e:r/→ /er/→ /Ar/ 

b. <our>→ /u:r/→ /ur/→ /Ar/ 

c. <eur> -. /u:r/→ /ur/→/Ar/ 

[3:J， [3'-:J 

[3:J， [手:J

[3:J， [手:J

(14)の変化は，大母音推移以前に母音短音化 (vowelshortening)が
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起ったことを表わしている。くear>に関しては， /e:r/→ /i:r/の変化が

起ってから母音短音化が行なわれたとしても問題はないのであるが，

<OUf>についてはadjournが*[;:Jd3aurn]と発音されることはないので，

大母音推移の前に /U:/が短音化したと考えられる。 cover，sourの/aur/

については後で述べる。

一般に母音の短音化は，子音連続 (deep-th→ depth，steal-th→ 

stealth)や接尾辞の付加(divine-ity→ di吋nity，specify・ic→ spec出c)に

よって起るのであるが， /r/の場合は違っている。前に述べたが， /r/は

接近音であり，母音性を含んでいる音である。長母音の次にさらに母音

性を含んだ音が続くのを英語話者は嫌うのである。このことが/V:r/を

/Vr/に変えた原因である。しかし，一方で、は [flaud']官ower'， ‘fire' 

[fm♂]‘fire'のような三重母音もある。このことについては後で触れよう O

[3:]はほとんどの辞書で、シュワー (schwa)を用いて， [;:J:] ， [d':] ， [;:Jr] 

と表記されている。 [3:]は通常強勢のある強母音であり (4) [;:J]は調音

器官が弛緩している弱母音であることから，LPDでは次のように[3]

と[;:J]の区別がなされている。

(15) [3:/3>-:]と[;:J] 英音 米音

firmer ['f3:m;:J] ['b:m'r] 

murmur ['m3:m;:J] ['m3>-:m'r] 

perverse [P;:J'V3:S] [pザV3>-:s]

pervert [P;:J'V3:t] [p'r'V3>-:t] 

prefer [pn'f3:] [pn'h:] 

turner ['t3:n;:J] ['t3'-:n'r] 

3.母音聞の/がの発音

hurry， wor:ηの発音は，英音では [Ar]，米音では[3>-:]であることを
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前に述べた。他にく:VrrV>のくr>連続の語を見てみよう。

(16) a. <irrV> 英音 [IrJ 米音 [IrJ 

cirrostratus [，sIr;;JU'S仕o:t;;JsJ [，sIrou'streI!;;JsJ 

clrrlls [sIr;;JsJ [sIr;;JsJ 

irrigation [， m' geI.f"nJ [，m'geI.f"nJ 

irritョte ['mteJtJ ['mteJtJ 

mrrror [mIr;;JJ [mIr.r J 

b. <errV> 英音 [crJ 米音 [crJ

errand [cr;;JndJ [cr;;JndJ 

ferret [fcntJ [fcr;;JtJ 

ferry [fcriJ [fcriJ 

merry [mcriJ [mcriJ 

sherry [Jcri] [JcriJ 

c. くorrV> 英音 [nrJ 米音[::，:rJ， [o:r J 

borrow [bnr;;JuJ [b;，:rouJ， [bo:rouJ 

horror [hnrョ] [b;，:r.r J ， [bo:r.r J 

lorry [1DriJ ， [1AriJ [b:ri] ， [1o:ri] 

sorrow [snr;;JuJ [s;，:rouJ， [so:r.r J 

sorry [snri] [s;，:riJ， [so:riJ 

d. くarrV> 英音 [aJ 米音 [CJ，[aJ 

arrow [ar;;JuJ [crouJ， [arouJ 

barrel [bar;;Jl] [bcr;;Jl] 

barren [bar叩] [bcr;;JnJ 

marry [mariJ [mcri] ， [mariJ 

parry [pariJ [pcri] 

e. くwarrV> 英音 [nrJ 米音[コ:r]， [o:r J 

warrant [WDr;;JntJ [w;，:r;;JntJ， [wo:r;;JntJ 
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warren 

warnor 
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[wnr;;>nJ 

[wnri~;;>J 

[ w:>:r;;>nJ ， [ wo:r;;>nJ 

[w:>:ri~ ~r J ， [wo:ri~"r J 

(16)の語では，母音聞の/r/は米音でも音節頭になっている。このこと

から，米音で母音聞の/r/が[3<-Jとなるのは/ur/と/wor/だけと言っ

て良いであろう。(12)のsquirrelが米音で[3<-Jなのは/wlr/だからで

あって，例外的で、ある。

(16d)のくar>は英音では [arJであるが，米音では [crJと[町]が

あり， krJが優勢である。 LPD(p.456)は， 1993年の調査によると

[mcriJが53%，[mariJが47%であるとし，特に若者では60%以上が

[crJであり，高齢者で [crJと発音するのはわずか30%台であると述べ

ている。

(16e)は<war>の発音であるが， (l6d)との違いは英音，米音共刊〉

の次のくa>が後舌化していることにある。従って， (l6c)の後舌音 <01">

の発音と同じになっている。 <01">は英音では [orJであるが，米音では

[:>:rJ. [o:r Jとぱらつきが見られる。注目に値するのがsorryの米音であ

る。 LPD(p.718)は， 1993年の調査では [so:riJが68%，[s:>:ri]が32%

としている。他のく01">の発音では [:>:rJが優勢で、あるので逆になってい

る。本稿の/r/の研究からそれるが，米音は[コ]と [oJのどちらが

主流なのかLPDとThe0幼rdDictionary 01 Pronunciation lor Current 

English (以下 ODP2001)で見てみよう。

(17) 英音 [DJに対する米音

LPD ODP 

odd [o:dJ [odJ 

policy [po:l;;>si] [pol;;>si] 

quality [kwo:l;;>tiJ [kw:>l;;>di]， [kwol;;>di] 

squash [skwo:sJ， [skw:>:sJ [skw:>JJ， [skwoJJ 
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swallow [swo:lou] [swolou] 

want [wo:nt]， [w:):nt] [wont] 

wash [wo:J] ， [w:):J] [w:)J] ， [woJ] 

yacht 日。:t] 日。t]

(17)の語の英音は，LPDもODPも [n]のみである。一方，米音はLPD，

ODP共[0]が[コ]よりも優勢である。 LPDでは [0]がすべての語にお

いて発音されるのであるが，ODPではquality，squash，ωashのような

/wo/の連続音では [w:)]が優勢である。これは /0/が/w/の影響を受け

て後舌面が上がったためである。 LPDにも [w:):]が記載されているのは

そのためである。次に英音が[コ]である米音をLPDとODPに見てみよう。

(18) 英音[:):]に対する米音

LPD ODP 

audio [コ:diou]，[o:diou] [コdiou]， [odiou] 

author [:):9~r] ， [0:9~r] [:)9;;，r]， [09;;，r] 

bought [bo:t] [bコt]，[bot] 

call [ko:I] [bI]， [ko日

caught [ko:t] [bt] ， [kot] 

law [10:] [b]， [0] 

water [ w:):tOr] [ w:)d;;，r ]， [wod;;，r ] 

(18)ではLPDが [0:]であるのに対して，ODPに[コ]と [0]が記載

されている。 LPDはアメリカ英語が歴史的に[コ]から [0]に変化して

いる現象を反映している。一方，audio， authorはLPDもその音素を/コ:/

としている。 <au>の競り字を見ても， <a>とくu>の中聞が<0>であるの

で， [コ:]の音が存続し続けているのであろう。 ωaterが [w:)]と発音さ

れるのは， (17)のqualiか¥washと同じである。
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(17)と(18)の発音を見ると，LPDは [0:]を主流とし，ODPは[コ]

と[0]の両音を記載し， [コ]を優勢音としている O米音に関しては二つの辞
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典に大きな違いが見られる。これは米音の発音が多様化していることを表

わしている。(17)と(18)の語の音素は，英音では発音の違いから区別され

るが，米音ではそれぞれの発音によって，その音素が /0/か/コ/になる(51。

2包
国母重4. 

ハTr/が音素である語の発音を見てみよう。米音には基底形にはないR
[0']があり，英音にはそれに対応する母音として非R

[;，]があるのを見てきた。この章では，弱音 [0']

と音性母音[3.]

音性母音 [3] とと

[ョ]の派生について述べよう。

/r/は母音性を含む音であり共鳴音である。このことは/r/自体が音節

を形成する性質を備えていることを意味する。しかし， /r/の音節化によ

る二重母音を二つの音節とはせずに(51 尾子音である /r/自体をモーラ

(mora)とする。/;，/の挿入は/;，r/の音節を作り出すのであるが，同一音

二重母音を形成している。従って，本節にあるため前の母音と結合し，

稿では短母音の後の/;，r/を単独の音節ではなく，音節の下部組織である

モーラとする。 hr/派生の過程は次のようになる。 [R]は脚韻， [M] 

はモーラである(71。

(19) h/挿入

I /入
1M  M 

Uハ

b. here [hIOr] 

S

へ
h
u

一
Iド¥
1M  M 

JJ八

a. bear [bEOr] 

z
¥パ
い
い
r

s
Aド
ハ
l
b
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[hI'r]‘here'， [tu'r ]‘tour'， [bc'r]‘be紅'の基底形をその綴り字から

二重母音であるとする考えもあるであろう。そうすると次のような変化

をたどる事になる。

(20) a. /he:r/ 

b. /tu:r/ 

c. /bc:r/ 

/hi:r/ → /hI:r/→ /hI;:lr/→ [hI'r] 'here' 

/tu:r/ ->  /tu;:lr/→ [ω'r] ‘tour' 

/bc;:lr/ → [bo] ‘bear' 

(20)は，弛緩母音化が行なわれた後の長母音は，強勢のない2番目の母

音がシュワーになったというものである。この考えは次の (21)の英音

には当てはまるが，二重母音を取らない米音には短音化の適用が必要と

なる。そうすると，ある語には短音化が適用され，ある語には/ョ/挿入

が適用されることになる。このことから本稿では母音挿入の適用のみと

する。

/r/の前に非低母音/1/，/u/， /c/のある発音は次のようになる。

(21) 非低母音+/r/の発音

a. /lr/の発音 英音 米音

beer [bI;:l] [bI'r] 

beery [bI;:lri] [blri] 

here [hI;:l] [hI'r] 

hereby [hI;:lbm] [hlrbm] 

hear [hI;:l] [hI'r] 

hearing [hIdfI!J] [hIrI!J] 

b. /ur/の発音 英音 米音

lllsure [m'fu;:l]， [m'f:J:] [m'fu'r]， [m'f手:]

Jury [d3U;:lri]， [d33:ri] [d3uri] 

poor [P::l:] ， [pU;:l] [pu'r]， [pコ:r]
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pure [凶u;;，]， [吋;，:J [pjuOr J， [凶3'-:Jω

tour [tu;;，J， [b:J [旬、]

touring [加古n:1J]， [tコ:n1JJ [tun1JJ 

c. /cr/の発音 英音 米音

bear [bc;;，J [boJ 

bearing [bc;;，n1JJ [bcn1JJ 

dairy [dc;;，riJ [dcriJ 

parent [pc;;，r;;，ntJ [pcr;;，ntJ 

英音は語末の [rJが削除されている。これを語末の /r/が[ョ]に変化

したとすると， [bmi]‘beery'の[;;，Jの説明がつかなくなる。 /r/は最

大頭子音の原則により，後続の母音の頭子音になっているが，米音では

/Vr/の次に音節が続くと/;;，/挿入が適用されない。後に音節の続く語で

は， /r/は独自の音節を形成する必要がないのである。

(21b)のρoorに二通りの発音があるが， 1JD1) (p.592-593)によると，

1988年の英音は57%が [p;，:J，43%が [pu;;，Jであったのが， 1998年の調

査では1973年以後生まれの82%が [p;，:J，18%が [pω]であったそうで

ある。しかし，これはρ00ηsure(1973年以降の若者の60%が [T:J，

p.752)のような語に見られる現象であり，他の語では依然として [u;;，J

が優勢である。 [p;，:Jはpourと [T:JはShawと同音である。

米音では/Vr/の次に音節があると/ョ/の挿入がなされないと述べたが，

『研究社新英和大辞典j(第6版 2002，以下『研究杜j)では音節の前で

も [O'Jが発音されている O 次の例は『研究社』の米音である。

(22) r研究社Jの非低母音+/r/の発音
a. /Ir/の発音

fearer [かrO'J，hearing [hI"n1JJ， nearish [ma.nJJ 

nearly [mO'liJ 
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b. /ur/の発音

jury [d3u"'ri]， tou出19 [tu"'n1J]， poorish [pu"'nJJ 

poorly [pUa'li] ， [p;'a'li] 

c. /er/の発音

bearing [bc""n1J]， dairy [dc"'ri]， parent [pピr;mt]

stairway [stca'WeI] 

- 19ー

『研究社Jの発音は， /r/が頭子音になる場合には[汁]([m"'.nJJ 

‘nearish')であり，尾子音である場合には[叫([ma'.liJ‘nearly')であ

る。[汁]はj;)r.r/のj;)r/が/r/の前で弱いR音声母音になったもので

ある。 [r]の両音節性は次のように音節境界を越えて j;)r/が/r/の前で

[うに発音されている。

(23) parent [pc""n:mt] 

S S S S 

k 
pC;;l r;;lnt → pC ;;lr ;;lnt → /pC;;lr.r;;lnt/ 

ここで『研究社Jの [a']の派生に二通りあることを述べておこう。 bear

の発音は /bcr/→ /bC;;lr/→ [bCa'Jと/ョ/が挿入されていると述べた。

[bca']は l音節語であり ，[w]は二重母音である。一方，[a']の基底

形自体が音節を形成しているものもある。例えば， [fI"'rδ]‘fearer'は2

音節語(ルar.er)であって，接尾辞-er(j;)r/→ [a'])がl音節を形成して

いるo (19)， (23)の派生に従うと， /fir.;;lr/→ /fI;;lr.;;lr/→ /fi;;lr.r;;lr/→ 
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[負"'ro']となる O

/r/の前に低母音/コ/と /0/のある発音をLPDに見てみよう。

(24) 低母音+/r/の発音

a. /コr/の発音 英音 2ノ1(、i主1二

abhor [;，bhコ:]， [abhコ:] [abhコ:r]， [;，bh:u] 

abhoring [;，bhコ:n1J]， [abhコ:n1J] [abhコ:n1J]， [;，bh::w1J] 

court [b:t] [b:rt] 

cour白19 [b:tI1J] [b:rtI1J] 

order [ョ:d;，] b:rd"r] 

ordering [コ:d;，n1J] [コ:rd;，n1J]

b. /or/の発音 英音 米音

car [ko:] [ko:r] 

farther [fo:d;，] [fo:rd"r] 

park [po:k] [po:rk] 

scar [sko:] [sko:r] 

scarnng [sko:n1J] [sko:n1J] 

[コ:r]， [o:r]の長母音は， /ョ/挿入を行なわずに， /r/が前の母音と結

合して音節を結合しているものである。英音も米音も長母音であることか

ら，基底形が長母音であると考えられるが，その綴り字からは単母音とみ

なされるべきであり ，ODPでは米音が[コrd;，r] ‘order'， [kor]‘C訂'と

長母音になっていない。更に英音では，cartは [ko:t]と長母音である

が，cotは [knt]と短母音である。 /r/と前の母音を結びつけるのは，次

のように自律分節的(autosegmenta1)である。
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低母音の自律分節性(25) 

S 

R

八一川一

b. car [ku:r] 

八
I I 

S S 

パ
川

a. court [ko:rt] 

S 

k k 

ODPでは/εr/の英音はLPDでは前述のように [C;;J(r)]であるが，

と長母音である。 ODP[pc:r;;Jnt]‘parent') [C: (r)] ([bC:fIlJ]‘bearing'， 

では[;;J]挿入は高母音にのみ適用されるので，非高母音+/r/には (25)

の規則が適用されて長母音になる。

『研究杜』は次のように，米音では低母音の後の/r/もR音性母音に

なっている。 [t]， [副はLPDの記号では [t]で歯茎たたき音のことで

ある。

(26) r研究社』の低母音+/r/の発音
a. /コr/の発音

court [koO't]， cour山g[ko叫IIJ]，ordering [;'O'Q.;;JfIlJ]， story [sb:ri] 

b. /ur/の発音

scar [skuO']， scarry [sku:ri] 

その前の母音が長母音であ

とは表記されていない。

car [kuO'] ， farther [fuo.dO']， 

『研究社Jも [r]が頭子音になる場合は，

る。 storyは*[sb"ri]， * [sku'引]
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5.三重母音

三重母音とは， [faIO'J官re'，[sauO'J‘sour'のように三つの母音が連続

しているものである。前に，中英語の長音が大母音推移以前に短音化し

たと述べた。一方，短音化せずに大母音推移の変化を受けた母音は，二

重母音に発音されるようになったのである。 βreとsourの派生は次のよ

うになる。

(27) 二重母音+/r/ 

a./宣:r/ → /faIr/ → /faI';)r/ → [faIorJ官re'

b. /su:r/ → /saur/ → /sau';}r/ → [sau刻、our'

前に母音の短音化 Ue:r/→ /er/，/u:r/→ /ur/)は，母音が連続

するためであると述べたが，同一音節での[長母音+母音性]が避けら

れたのである191。次の語の音節区分に表れているように，三重母音語の多

くは/-;;r/が音素であり，元来独自の音節を形成しているものである。

(28) 三重母音

a. /aur/ 英音 米音

cow.ard [kau_-;;dJ [kau_ ordJ 

de.vour [dlvau_-;;J [dlvau_ Or J 

de.vour.ing [dlvau _ -;;fIU J [dlvau _ ofIU J 

flow.er.ing [flau_ -;;fIuJ [flau_ ofIuJ 

b. /aIr/ 英音 米音

choir [kwaI_-;;J [kwa_ orJ 

:fir.ing [faI_ -;;fIuJ [faI_ ofIuJ 

tire [taI_-;;J [旬1_or J 
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tir.ing [taI~ ~n1J J [taI~~n1J J 

c. /elr/ 英音 米音

may.or [mc~J (JO) [meI~rJ 

play.er [pleI~~J [pleI~ ~rJ 

con.vey.er [k~nveI~~J [k~nveI~ ~rJ 

d. /our/ 英音 米音

grow.er [gr~u~~J [grou~ ~rJ 

low.er.ing [I~u~~n1J J [grou~ ~r J 

row.er [r~u~J [rou~rJ 

e. /コIr/ 英音 米音

de.stroy.er [dI'S廿:)I~ョ] [dI'S廿:)I~ ~r J 

em.ploy.er [Im'pbI~~J [Im'pbI~ ~r J 

三重母音は英音では [au~ ~J ， [aI~~]，米音では [au~ ~r]， [aI~ ~r JとLDP

に表記されている。 uは二重母音と hr/が音声的に切れ固なく結ばれ
ていることを表わしている。そうすると三重母音という音節は存在しな

いことになる。[丑au~ ~rJ ‘flow.er' や [pleI~~r J‘play.er'は，その競り字か

ら2音節語であるから三重母音ではないと言える。一方， [flau~ ~r J官our'

や日{Wa~ ~rJ ‘choir'は競り字から 1 音節語であるので，三重母音語であ

るという矛盾が生まれる。結論から申し上げると，本稿では三重母音，つ

まり三つの母音が連続して起る単音節はないと考える。前に二重母音の

ところで， /Vr/ への/~/挿入によって新たに音節を増やすことはないと

述べた。 l音節に母音が二つある語は， [samJ‘sign'， [bIJ‘toy'など沢

山あるので，二重母音の存在は問題がない。しかし，三重母音は二重母

音+/r/の連続音にしか生じない。このことから，flourやchoirのよう

に /r/ に/~/を挿入して新たに音節を作る三重母音語は 2 音節語であ

るflowerやbuyerと同様 2音節を形成するのである。これは2音節語へ

の一種の類推である oflourの2音節化は次のようになる。 [OJは頭子音
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(onset)である。

:t1our [:t1au~] (英音)， [:t1auOr] (米音)

J
J
'
 

内

du
 

q
u
 

n
u
 

J

/

 

S
I
L
-
-
M
l
八日

(29) 

八 八久

『研究杜』の三重母音を見てみよう。米音は二重母音と同様に，母音の

前の/r/は[汁]の発音になる。

日赤究社』の三重母音(30) 

a. /aur/の発音

devouring [dIVaU"'rIIJ]， :t1owering [:t1aU"'rIIJ]， sourish [sau"nf} 

cow.ard [kaud.d] 

b. /aIr/の発音

choir [kwaId'] ， tire [taId'] ， tiring [taI"nlJ] 

c. /eIr/の発音

conveyor [k~nVeI ð']， mayor [meId']， [mcd'] ， player [pleId'] 

d. /our/の発音

grower [grOUd']， lower [IOUd'] ， lowe出19[Iou"nlJ] 

e. /:)1[/の発音

des仕oyer[dIstr;'Id']， employer [ImpbId'] 

の2音節語であり， /r/は頭子音に[♂d] と(30a)のcowardは [kau]
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はなれない。

6.おわりに

イギリス人の多くは， marry， Mary， merryをそれぞれ [mariJ，

[mロriJ， [mcriJと区別して発音している。一方，アメリカ人は marry，

Mary， merryを [mcriJと同音に発音する者が多い。中英語時代の発音は

主として綴り字にそったものであったのだが，歴史的変化にともない綴

り字と音声が一致しなくなってきているO 近代に入ってからも英音におけ

るsure-shore[T:J， poor-pour [P::l:Jの同音化，米音における marry-

Mary-merry [mcriJ， caught-cot [ka (:)1Jの同音化など，殺り字を無視し

た変化が続いている。 sure，poo乙caughtは舌の高さの低化であり，

marry， Maryは舌の高さの高化である。

緩り字と音声の関係が本稿のように一定の原則のもとになされている一

方で，両者の関係が歴史的変化とともにくずれ，撮り字を無視した音声

間の原則が発音変化をもたらしている。発音と対応しない殺り字も，少し

ずつ変化を余儀なくされる運命にある。

/r/は半母音，わたり音，接近音であり，母音と子音の両方の性質を備

えている。最も母音らしいのがR音性母音であるが，これは/r/自体が

母音に変化したのではなく，前の母音と融合して母音化したものである。

一方，最も子音らしいのが廿y，dryなど破裂音の次の摩擦音であり，更に

RPのvery，threeに現れる単顛動音である。結論として， /r/は子音であ

るが，自ら母音のように音節を形成しようとする性質を持っており，一方

向じ半母音である /w/や /j/は，基底にある母音と結合してのみ音節を

形成できる。 Chomsky& Halle (1968)が/r/の素性を[+ voca1ic， + 

consonanta1Jと弁別したのは当を得ている。
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注

(1) [1] のみを後部歯茎音と呼んでいる研究書としてPullumand Ladusaw 

(1996: 164)，松坂(1986:59・60)，成田(1995:15-16)などがある。

(2) 英音と米音の違いについては竹林(1996:265) も， RP (Received Pro-

nunciation容認発音)ではhurry，current， hurryが/M/と発音され， GA 
(Genera1 American一般アメリカ英語)では /O':r/と発音されると述べている。

更に竹林によると，米国でも-R(非R音性母音)の発音であるニューヨーク
市では RPと同じく/Ar/で，東部ニューイングランドや南部では/Ar/または

/';!:r/と発音される。

(3) (9a)の[3":ks';!m]，[k::にkl';!nd]が*[手:ks'mJ.* [k3":kl'nd] とならないの
は，・some，・landが一つの形態素だからである。 LDPは， [s3":v'nt]‘serv加 t'，

[w:J:r';!nt] 'warrant'のように一定ではない。

(4) [3:]の強勢付与を「通常」と述べたのは， LPDでは米音の[3":]には必ず

強勢が付与されているが，英音では強勢の付与されない[3]もあるからであ

る。例えば[k3:'veIJ';!s]‘curvaceous'(英音)のような発音である。米音では

弱音の [k'r'veIJ';!s]で、ある。

(5) 英音にも [f:コ:Is]，[fuls] 'false'や [hコ:It]， [holt]‘ha1t'のように[コ:]と

[0]の二つの発音を持つものもある。

(6)γ'hythm はl音節語であるが，実際の発音が [nd';!m]あるいは[ndl1l]であ

ることから 2音節語であるとする書物もある。

(7) 日本語の商から音節とモーラを考えれば，bearは次のようになる。

S S 

/¥八
M M M M 

^I 八八
b c r → b c ';! r 

上記の構造では，脚韻が一つのまとまりになっていなし、。英語では詩行の末に

おいて bear，stareと韻をふんでおり，脚韻は同一である。日本語の仮名単位

のモーラを含む音節とは基本的に異なっている。

(8) poorとpureの [u';!r]は歴史的に異なっていると言われている。

詳しくは竹林(1996:262)参照。

(9) 百lomas(1958:210)によると，南部山岳地方 (SouthernMountain)と中央

中部地方 (Cen廿alMidland)ではfi担e，time， rightは [fa:n]，[ta:m] ， [ra:t] 

と長母音に発音されるが，fireは[far]あるいは [far]と短母音に発音される。

短音化は二重母音の次に[母音生]のある音が続くかどうかにある。

(10) 英音ではmayorは [mc';!]と二重母音であるが， Mayer [meI';!] は三重母

音である。米音では両語が [meI_'r]と同音である。
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